
創造都市研究科「特色となる教育体制への支援事業」【０９年度－１７年度】 

『３セクター協働の地域活性化 教育プログラム－公共・市民・ビジネス部門連携の地域活性化コ

ーディネート人材育成』［Ｒ２－３Ｓ（Regional Regeneration by 3 Sectors）］ 

 

［教育プログラムの概要（抜粋）］ 

【創造都市研究科の概要】 

当研究科は、公立大学の使命の一つとして、２１世紀型都市再生モデルである創造都市等の研究と、

都市地域活性化を目的として設立された社会人向け大学院であり、平成 15 年開設の修士課程３専

攻（都市ビジネス、都市政策、都市情報学）および平成 17 年開設の博士後期課程（創造都市）に

おいて、平成 22年までに約 1000人が入学し、約 700人が課程修了している。 

【目的】（現状認識） 

地域の疲弊が叫ばれ、地域活性化は日本全体の喫緊の課題となっているところである。地域活性化

の分野においては、ＰＦＩ・指定管理など「公民協働」の方向が現れているが、（１）本プログラ

ムは更に進んで、従来の公共（行政）対民間の２者関係だけでなく「市民主体のボランティア経済

セクター」を入れた３者の総合的戦略と（概念図参照）、（２）財政自立化のなかで「情報通信技術

（ＩＣＴ）」等を活用した効率良い戦略が中心的になりつつあることに注目する。当研究科は、地

域活性化・地域経営に関する全国の研究科の中でも公共・市民・ビジネスの３セクターの学生が共

同で学び、かつ都市情報学専攻があるというユニークな構成をもち、個別の教育研究をおこなって

きた。こうした独自性・実績を活かし、個別の取組を更に総合化し、地域／行政／関係機関のおけ

る公共・市民・ビジネスの３セクターと大学院・研究者の３セクター（最大３×３の組合せ）が協

働する融合効果とインタラクティブな知識の環流化により、地域活性化人材を育てる「地域活性化

教育プログラム」をおこなう。 

【概念図】 

 

【育成される人材像】 

このプログラムで育成される「地域活性化コーディネータ」とは、地域活性化の課題に直面したと

きに、１）自らの出自は公共・市民・ビジネスのいずれかの１セクターに属する実務家や研究者で

あっても、他を含めた３セクターの個々の特性を認識し、その長所を活かして協働をデザイン・コ

ーディネートでき、２）地域のネットワーク化や情報の共有を効率的に実現するＩＣＴを活用する

知識を身につけ、３）現場のコーディネートと同時に暗黙知を獲得し形式知に転換することにより

仮設定立・検証をおこなって、現場に応用する力（概念図参照）をそなえ、４）最終的に体系化・

一般化をして成果としてまとめる能力により、みずからのキャリアアップと地域への貢献の両者を



達成できる実務的研究者・高度専門職業人のことである。 

【実施体制】 

具体的な活性化を考える戦略的提携地域を数カ所指定して、そこにおける３セクター（自治体、Ｎ

ＰＯ、社会的起業家等）と提携し、地域連携の研究会を組織し課題を抽出、プログラム専任の特任

教員等（地域活性化ビジネス論、国際地域活性化比較研究、地域活性化と都市政策論、地域活性化

行政論、地域活性化市民セクター論、地域活性化情報戦略論（ＧＩＳ等）等）、各自治体・団体職

員、地域活性化ビジネス実務家、および学生等から任用されるＴＡ、ＲＡが常勤の担当教員と相談

し、カリキュラム運営を担当しそれぞれの団体職員や企業実務家のキャリアアップを図る。戦略経

費等の準備委員担当メンバー（代表者を含む１4名）：弘田洋二（代表・全体総括）、明石芳彦、近

勝彦、新藤晴臣、朴泰勲、小長谷一之（幹事）、松永桂子、永田潤子、久末弥生、柏木宏、ベンカ

テッシュ・ラガワン、大西克実、米澤剛、永田好克 

【キャリアアップ】 

既存専攻の学生および外部からの人材は、地域活性化プログラムに参加することにより単位履修が

可能であり「地域活性化コーディネータ（仮）」の名称を受けることができる。プログラム終了後

は、現場の知識を活かし、対立する課題を総合的に調整し各セクターの長所を生かせる創造的な問

題解決能力をもった実務的研究者（大学等研究機関研究者・地域活性化運営者）として活躍できる

ことになる。 

【実績】 

創造都市研究科は開設以来、研究科および大学重点研究『創造都市を創造する』というプロジェク

ト研究において、大阪市等との共同による国際シンポジウムを通じた世界的な創造都市研究ネット

ワークを形成、地元である大阪市・大阪市北区地域開発協議会を応援、同商業活性化協会と提携契

約を結び地域活性化プロジェクトを６回実施し、地域活性化計画の立案・支援をしてきた。またプ

ロジェクト型の学生共同研究を重視し、開設以来９年で毎年 20 数件の教員および学生数名の研究

グループを組織して教育研究活動の中で大きな効果をあげてきた。しかしながらそうした成果が個

別的であったので、本プログラムでは、このような創造都市研究科のプロジェクト型研究の実績を

踏まえて、３セクター（公共・市民・ビジネス）の学生が共同で学ぶ構造および関係機関との連携

の上に、新たな知識的統合を目標として、総合的人材「地域活性化コーディネータ」の養成をめざ

す。 

 
 


